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する。広い場所であれば、
そのようにすでにある
4 4 4 4 4
状況や状態を変えたり移動し
たりするには、多くの時間がかかるだろう。時間が
かかるとは、行為性が増すということである。行為
性が増せば、場所に長時間いることになり、そこに
在るものとのかかわりが深まる。まして、自分の考
えや理念や好みに合わせて場所に対応しているとな
ると、そこは、自分と対立するような状況ではなく
なる。むしろ意識をあるいは身体を休められる「場」
になる。「場」の成立は、行為の性質、たとえばひ
とつの存在だけに集中してなされるのか、あるいは
一定の境域に対してなされるかで、その「場」の在
り様の程度が決まってくる。それは、そこにかかわ
る人の性格や理念の持ち方、行為の程度ややり方と
連動している。だから、行為性がちがえば「場」の
基本的な構築性も変わる。いうなれば、「場」は一旦、
行為との関係において成立してしまえば、それで変
わらないというのではなしに、いつでも転換してい
く状況としてあるものである。人の流れや物の流動
は、たとえひとつの「場」が個人との関係の上で成
り立っていたとしても、自由に通り過ぎる事態はふ
つうにある。そこへの「場」の認識にないものにとっ
ては、個的で特殊な「場」でも単なる過ぎゆく空間
なのであった。それは、「場」が日常空間でもある
からであり、その側面があるからこそ、「場」の特
殊化は成り立つのではないかと思われる。行為の主
体が個の場合もまた集団の場合もあるけれど、いず
れにしても日常の現実意識が遮断され、異なる意味
や価値で縁取られた場所が「場」なのである。この
ような知覚認識は、ものをつくる者にとって、素材
となる一個の石、一枚の板においても同じように持
つことができるが、それはかぎられた者においてで
ある。「場」は、大地の地盤上を基本にしたとらえ
方であり、いわば平面の広がりに沿っている。地盤
の平面上に種々雑多なものが連なり、それぞれに独
自の相をなしている。自然の風景に同じながめがな
いのと同様、この相においても、まったく同じもの
の在り方や位置どりはない。「場」は、前後左右へ
の広がりを基本にしている。それに対して、「空間」
は、前後左右に上下が加わり、いわゆる立体的であ
ることを基本にしている。奥行きがあり深さがある
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広がりである。「空間」の場合、地面は、ひとつの
限界を表わす壁のようなものであり、必ずしも基盤
にならない。人は、ときに「場の空間」という場合
があるが、実のところ、「場」と「空間」は、独立
したそれぞれであって、知覚の正確さからすれば、
妥当ではない。ものをつくるとき、どちらかに力点
を置く操作はできるが、最初の素材に対する認識は、
「場性」がまさっているように思われる。ものの表
面を直線であれ曲面であれ、ものの上の平面と考え
れば、それは大地の平面に結びつくものとして見る
ことができる。平面の板の上に、色をぬったり、さ
まざまなものを配置したりすることは、ふつうの場
所から「場」として特殊化するための経験と行為の
プロセスを如実に示している。「空間」は、ものを
配置したときからはじまる認識であり、そこから「空
間」の特殊化あるいは異質化がはじまるのである。
その涯に、作品がある。ものを置くことは、象徴的
にかつ抽象的に「空間」を広げていくけれど、現実
的には、「空間」はせばまり、かわりに複雑さと構
造化が増すのである。
（すが・きしお　彫刻／現代造形）
（2010年10月29日受理）
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〈結の内空〉 雄志木　菅／真写 雄志木　菅　0102　
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プサン現代美術館　〈水個の風土〉 毅　藤佐／真写 雄志木　菅　0102　
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〈離空周体〉 雄志木　菅／真写 雄志木　菅　0102　
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〈潜周〉 雄志木　菅／真写 雄志木　菅　0102　
金沢美術工芸大学　紀要　No.55　2011
— 29 —
〈集極〉 雄志木　菅／真写 雄志木　菅　0102　
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〈極空〉 雄志木　菅／真写 雄志木　菅　6002　
